
8広報・星の降る里あしべつ　令和７（2025）年６月

－ 万が一に備えた準備を －防災カフェ
　北海道では６月に「蝦夷梅雨」と呼ばれる時期

があり、太平洋側を中心に内陸部でも雨の日が多

くなります。令和４年６月には、旭川市を中心に

豪雨が発生し、河川の増水や土砂崩れの恐れから

国道、道道の一部が通行止めになりました。

　本市においても、この時期は豪雨による河川の

増水や土砂崩れの危険性が高まります。日頃から

の情報収集を欠かさず、気象庁や市の「防災メー

ル39」から発表される注意報や警報を確認し、

避難指示が出た際には迷わず指定避難所に避難し

てください。

　迅速な避難には、万が一の事態に備え、家族や

ご近所のかたと避難場所や避難経路の確認を行う

ことが大切です。また、避難所には必要な物資が

そろっているとは限りませんので、非常持出袋な

どを準備し、食料や水、常用医薬品などを備蓄し

ておくことも重要です。

　さらに、一人で避難が困難なかたは、市から順

次通知している「個別避難計画」を作成し、緊急

連絡先や避難時に支援してくれる支援者を決めて

おくことが大切です。

　災害はいつどこで発生するかわかりません。日

頃から防災意識を高め、自分自身と大切な人々の

安全を守るために、準備を怠らないよう心掛けま

しょう。

　　     ◎芦別市防災メール39の登録ＱＲコード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ⬇

　　　　　　　●詳細　危機対策係☎27-7058

二輪車の交通事故防止　

～スピードと焦る気持ちにブレーキを～

○交通ルール・マナーの遵守／スピードの出し過ぎは、カーブを

曲がりきれず対向車線へはみ出したり、路外へ逸脱する事故につ

ながるおそれがあります。また、ちょっとした路面の変化により

バランスを崩し、転倒してしまうおそれもありますので、制限速

度をしっかりと守りましょう。

　無理な追越しも、正面衝突等の重大事故に直結しますので絶対

にやめましょう。

○バイクの特性の理解／バイクは車体が小さく、車のドライバー

からは、ミラー等の死角になって見落とされたり、距離感や速度

感覚がわかりにくく、特に交差点では、いわゆる「右直事故」の

当事車両になるケースがあります。運転する際には、双方の車両

の特性を理解した上で、お互いに慎重な運転を心掛けましょう。

○ゆとりをもったツーリング／ツーリング中にバイク仲間から遅

れ、その遅れを取り戻そうと自分の技量を超えて無理な運転をし

ていませんか。

　無理な運転は、交通違反や交通事故を起

こし、命を落とす場合もあります。

　仲間とツーリングをする際には、仲間同

士でゆとりをもった計画を立てることや、

仲間から離れてしまった場合の集合場所をあらかじめ決めておく

ことが大切です。

●詳細　芦別警察署☎22-0110

薬物乱用の防止～薬物、ダメ。ゼッタイ。

　覚醒剤や大麻などの薬物を乱用すると、身体や精

神がボロボロになり、記憶障害や人格変化により以

前と同様の生活を続けることができなくなるばかり

か、場合によっては死に至ることもあります。

　また、薬物乱用は周囲の大切な人を巻き込むこと

となるだけでなく、幻覚や妄想による殺人、薬物の

購入代金欲しさによる強盗や窃盗、重大な交通事故

など取返しのつかない事件につながるおそれがあ

り、社会全体に被害を与えます。

　北海道警察では関係機関とも連携しつつ、薬物乱

用者の取締りを行うとともに薬物密輸の阻止や密売

組織の壊滅を推進し、全力を挙げて違法薬物の絶無

を図っていきます。

　昨今、ＳＮＳ等において、依存性や危険性はない

というような誤った情報が見受けられますが、一度

でも違法薬物に手を出してしまうと、その強い依存

性によって、自分の意思では止めることができなく

なります。もし違法薬物を勧められたり、誘われる

ようなことがあれば、キッパリと断り、その場を離

れることが大切です。

　薬物に関してのご相談は、芦別警察署へおよせく

ださい。

●詳細／芦別警察署☎22-0110


